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る成分 3 種を見出し、それぞれ単離・精製して  NMR で構造を解析した。その結
果、3 種をフラボノール配糖体 kaempferol 3-(2Gal-glucosylrobinoside)、kaempferol 3- 
(2G-glucosylrutinoside)、kaempferol 3-(2Gal-rhamnosylrobinoside) と同定した。続いてハ
スモンヨトウ幼虫に対する摂食阻害活性を検討し、kaempferol 3-(2G-glucosylrutinoside)
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粗抽出物に in vitro での trehalase-2 阻害活性を認め、これを指標にして阻害活性物
質を単離・精製した。構造を NMR で解析し、2,3,4-trihydroxy-2-methylbutanoic acid 
を同定した。また旋光度から、単離した試料は (2S, 3S) 体と (2R, 3R) 体の混合物と
考えられた。そこで両エナンチオマーを有機合成し、酵素阻害活性を調べたところ、
(2S, 3S) 体が強い阻害活性を示した。さらに、(2S, 3S) 体をハスモンヨトウ幼虫に摂
食させると、生育が阻害され、囲食膜中 chitin 量が減少した。また、 (2S, 3S) 体の
含有量は感受性品種より抵抗性品種で有意に多かった。以上より、trehalase-2 阻害活
性を示す (2S, 3S)-2,3,4-trihydroxy-2-methylbutanoic acid を摂食するとハスモンヨトウ
幼虫の囲食膜中 chitin 量が減少し、囲食膜が脆化した結果、中腸の消化機能が損なわ
れることが抗生性の機構と推定した。 
 第 4 章では、ハスモンヨトウ幼虫由来エリシターによるダイズ葉での化学的な誘
導応答を調べた。安定同位体トレーサー法により、幼虫吐き出し液中のエリシターが
 isoflavone 類の de novo 生合成を誘導することを明らかにした。さらに、吐き出し
液に含まれる FACs (fatty acid-amino acid conjugates) のうち、N-linolenoyl-L-glutamine
と N-linoleoyl-L-glutamine を有機合成し、isoflavone 類の de novo 誘導活性を評価し
た。これにより、isoflavone 配糖体は FACs で誘導される一方、アグリコンは他の未
知エリシターにより誘導されることが示唆された。またトレーサー法により得られた
安定同位体 isoflavone について、MS/MS フラグメンテーション解析を行った。これ
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し、これを用いて毛茸に含まれる摂食阻害物質 kaempferol 3-(2G-glucosyl- 
rutinoside) と kaempferol 3-(2Gal-rhamnosylrobinoside) を同定した。 
2. 摂食によるハスモンヨトウ幼虫の消化管機能の変化に着目した実験から、中腸
の trehalase-2 を阻害するダイズ成分として (2S, 3S)-2,3,4-trihydroxy-2-methyl- 
butanoic acid を同定した。またその不斉合成を達成し、本成分が中腸の囲食膜
に含まれる chitin 量を減少させることを示した。 
3. ハスモンヨトウ幼虫由来エリシターの FACs がダイズにおける isoflavone 類の
 de novo 生合成を誘導することを明らかにした。またその過程で、isoflavone 
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